










































































































表 1 ｢世帯｣ ｢住宅｣定義の変遷
時代区分 世帯 (家族) 住宅
～1901年<第1-期> 家族 ;独立 した居住(8eparateO∝upation)居住用の建物が単位































来の ｢家族｣に替えて,はじめて ｢世帯 (household)｣
という概念を導入した｡ここで与えられた定義は ｢世帯
とは1人で居住している人,あるいは共通の家計 (1951
年 ;undera singlemenage/1961年以降 ;common




















































































-168- 生 活 環 境 学 科
表2 1971年と1981年の ｢世帯空間｣分類指棟の違い






1981年 7ラ.}し げ *.}ト (独立居住単位)
建物出入り口専用 (独立居住単位)
Pラ.}日ソ○+.)ト以外) .























































世帯 世帯空間 居室数 1971 1981共用住宅 建物出入り口共用
A Al+A2+共用通路 2 独立 独立























































































1961 1住宅 (共用) 1住宅 (共用)
注)どちらも建物出入り口と設備が共用されているフラット､メ
ゾネット以外の恒久建物で､ ｢恒久建物lJには世帯A (2重)､
ち (2重)､C (1室)の3世帯が居住し､ ｢恒久建物2｣には



























































































































































































































































































資料 世帯タイプ 集計単位 集計事項 (分類数) 表番号世帯 テニュア 世帯空間 設備 居室数 1垂当り
の分類数 タイプ (8) (9) (9) (9) 人数 (5)
HH 18 EW全体 ○ ○ ○ ○ 17
○ ○ ○ ○ 19
○ ○ ○ ○ 20
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資料 集計単位 特定一般世帯 クロス集計内容と集計事項の分類数 表番号
HH 地域削 5才未満児がいる 世帯空間 (5) 16
テニュア (8) × 設備 (3)
l室当り人数 (4)
16才未満児がいる 子供年齢構成 (3). 29
× 保有自家用車数 (4)
成人1人
年金受給者がいる 年金者世帯構成 (8)× 保有自家用車数 (4) 30
CR 州.区別 僧久建物の非独立住居 設備 (9) 30




年金受給者のみからなる テニュア (7) 39
25才未満扶養子がい 片親家族がいる世帯 設備 (3) 40
る X l居室 1人以上
扶養子が3人以上 非独立住居
自家用車なし




年金受給者がいる 設備 (3) 41













































ll 世帯主出生地 ll 世帯空間 (5)12 年齢 4
13 世帯主従業上の地位 4 ×テニュア× 設備 (3)














































































































































































































る｡1991年の ｢世帯空間｣類型の基本となる指標は1981年と同様に,建物出入り口の専用 ･共用,居住単位の独立 ･非
独立であるが,設定されているカテゴリーの数は1981年より12も多く,合計19となっている｡新しい ｢世帯空間｣類型
の特徴は, 1)住宅の ｢共用 ･非共用｣ならびに ｢建て方｣がそれぞれ指標 として採用されていること,2)住宅に属
さない ｢無所属世帯空間 (unattachedhouseholdspace)｣ のカテゴリーが設けられていること,3)｢独立居住単位｣
の定義が以前よりも厳しくなっていること,である｡カテゴリー 数の大幅な増加とも合わせて,これらの特徴から,1991
年の ｢世帯空間｣類型は従来よりも詳細な居住空間の把握を可能にしている｡
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